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あいち海上の森センターの管理運営について







○公開ヒアリング結果

「海上の森条例の趣旨に沿った形で、協働の促進に資するならば、

県直営に固執せず、指定管理者の導入も含めて検討すべき。」

との意見が出され、再検討することとなった。

１ あいち海上の森センター(以下、センターという。)の管理運営の考え方

について

・ 愛知万博開催前から、海上の森の保全・活用のあり方について、県が中心

となり関係者と調整を行ってきた。

その結果、条例を制定し、万博の理念を風化させることなく、海上の森を

愛知万博記念の森として、県と県民等の協働により、将来にわたって、保全

・活用に取組むこと等を県の責務として位置づけるとともに、その拠点とし

てセンターを設置した。

２ 指定管理者制度とは

・ この制度は、平成１５年から始まり、多様化する住民ニーズにより、より

効果的、効率的に対応するため、公の施設の管理を民間の能力を活用しつつ、

住民サービスの向上を図るとともに、経費の削減等を図ることを目的とする。

具体的には、公園、体育館、運動場、その他宿泊施設等が挙げられる。

３ センターにおける指定管理者制度導入の可否について

・ センターは将来にわたって、県が責務を果たすための拠点として設置した

ものであり、指定管理者制度導入の目的にはなじまない。

・ 大きな裁量権を与え、包括的に任せる指定管理者制度を導入することは、

「県と県民等」との協働により行ってきた取組が「民間と県民等」によるも

のとなり、協働の取組から県が一歩、後退することにつながるため、県の責

務を果たすという条例の趣旨にそぐわない。

【参考１】センターの業務体系

区 分 主な業務内容

県 公の施設 ①施設 ○施設の管理・運営・維持補修修繕

単 清掃、警備、点検

独 管理

②活用 ○体験学習等の実施

県 の ○森林・里山整備のための人材育成

民 取組 ○情報発信

等

と ③保全の取組

の ○自然環境調査

協 ○森林・農地整備、維持管理

働 ○情報発信

○海上の森の会、企業、学校、地元等との調整

県 単 独 ○海上の森の土地・財産管理

○保全活用計画の作成・進行管理

【参考２】指定管理のイメージ図

①施設管理 ②活用の取組

県 県 県民等

条例第三条：県と県民等との協働で実施
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県有林の管理
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